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微生物細胞間コ ミュ ニ ケーシ ョ ンがCわromobacfe 吻 m 吻 ’ace”m の 脱窒に及ぼす影響
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　　細菌は シグナ ル物質 を細胞 外へ 放出し ，
こ れ を介 して 細胞間 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を行い 、 周 囲の 菌

体密 度依存的に バ イ オ フ ィ ル ム形成や毒素生産な ど様々な代謝を調節し て い る。C肋 mobacfe 翩m 吻 ’aceum

は土 壌や淡水中に 生 息す るグラ ム陰性 細 菌 で あ り 、 側鎖の 長 さが異な る様々なア シ ル 化ホ モ セ リン ン

ラ クトン （AHL ）を認識で きる ため、環境中で 様々 な細菌が 生産 す るAHL に応答す る と考えられる 。 細

胞間 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンを介 した代謝の 研究は こ れ ま で 盛 ん に行わ れ て い るが、好気条件下 に おける

報告 が中心 であ り、無酸素条件下 に お ける知見 は限 られ る 。 無酸素条件下 では 、 細胞間 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に よ り緑膿菌の脱窒が抑制 さ れ る こ とが報告され て い るが、自身が 生産 しな い AHL へ の応答に 関

す る報告は無い。本研 究では、AHL 合成遺伝子 を欠損 させ た C，　viotaceum 株に AHL を添加 し、無酸素脱窒

条件下で培養 を行 っ た 。 そ の結果 、 AHL 非生産株は野生株 と比 べ 、 2 倍の 菌体量 まで生 育 したが、　 AHL

を添加す ると野生株 と同程度 まで生育 が抑制 され た。C．　viotaceum はNO3
一
をN20ま で 還元する部分脱 窒細

菌で あ り，AHL 非生産株は野生 株 と比 べ 9倍 の N20 を生産 し、　 AHL を添加する と野生株 と同程 度 まで 生産

が抑制された。こ れ らの 結果か ら、C．　 vio ’aceum は無酸素環 境中に お い て 細胞間 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン を介

して 自ら の 生育を制御 して い るこ とが示され た 。 AHL は多 くの グラ ム 陰性細菌に よ り生 産され る ことか

ら、細菌は環境中で細胞間コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン を介 して生育 を制御 し生息 して い る こ とが考 えられ る 。
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運動共生系の共生体のゲノ ム解析 ： Mixotricha　paradoxaの細胞表面共生バ クテロ イデス を対象として
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　 【背景 と目的】ムカシシ ロ ア リ（Mastotermes　dartatiniensis）の 腸内に共生す る原 生生物 ミクソ トリカ（Mixotricha

ρaradoxa ）の 細胞表面に共生 して いる細菌の表面 には、バ クテ リアと複数種の ス ピロ へ
一

タが
一

面 に接続 して

い る 。 宿主原生 生物は自身 の 鞭毛 を持つ が、そ れ で運動は出来ず 、 表 面 に 接 続した ス ピ ロ ヘ
ータが同調 して

行う波状運動によ っ て遊泳する 「運動共生系」 を構築 して い る 。

一
方 、 シ ロ ア リ腸内原生生物では、細胞表

面に細菌を付着 して い る例が数多 く知られ て い るが 、 それらは運動共生を して い な い。これらと運動共生細

菌のゲ ノム比較から、宿主 と共生体の間のシ グナ ル 伝達関与遺伝子や共生化によるゲノ ム リダクシ ョ ン の 観

察が可能と考 えられ る。 本研 究で は 、　「運動共生系」の 全貎 を明 らか に す る事を最終 目的とし、まず、共生

体の
一

種で あるバ ク テ ロ イ デス の ゲ ノム解読を行 っ た。

　 【方法】シ ロ ア リ腸内か ら原生生物をマ イ ク ロ マ ニ ピ ュ レーシ ョ ン に よ っ て 単離後、固定 と破壊の処理 を

行い 、主に バ ク テ ロ イデス か らな る細胞集団を取得 した。WGA 法で こ の ゲ ノム増幅 を行 い、得られたゲノ ム

産物は次世代シーケ ン サ
ー
（Miseq）を用 いて配列を読み、　 IDBA−UDやSPAdesを使 っ て解析 を行 っ た。

　 【結果と考察】バ クテ ロ イデスを主 な集団 と して取得 し たサ ン プル の うち 、 別 の 共生体であ る複数種の ス

ピ ロ へ 一タ
ー

の 混在が考 え られる もの も見られた。しか し、バ クテ ロ イデス と思 われる配列が取得出来て お

り、解析を進め る こ とで完全ゲノム解読に近づ けると考えられ る。
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